
春と言えば、お花見！ 家族や友人、職場の仲間とお弁当を持って出か
けませんか？ そうはいっても、雨が降ってお花見に行くチャンスがな
い…という年もありますよね。そんな時は、おうちでごちそうを作って、
気分だけでもお花見パーティー！ おすすめですよ！
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年に1度は、生産者との交流や
生産を支援する取り組みに

参加しよう

食費の5割以上は東都生協の
商品を利用し、食卓から日本
の農業を応援しよう

1人が5人に地域で
「食の未来づくり運動」を伝え、

その輪を広げよう

行動目標2行動目標１ 行動目標3

　東都生協は、食物アレルギー対策をテーマにしたパネルを展示。「食物アレルギー」「口腔ア
レルギー症候群」「アレルギー表示の見方」「コンタミネーション」などを説明し、東都生協では
特定原材料表示に大豆をプラスして８品目表示としていることや、月に一回アレルギーを考
慮した商品がまとめて購入できることをPRしました。
　さらに、東都生協は製造メーカーのコンタミネーション※（コンタミ）防止策も確認している
ことを説明しました。
※コンタミとは、製造の際に原材料としては使用していないのに、特定原材料などが

意図せずして最終加工食品に混入してしまうこと。

私  の   宣   言 命をつなぐ食べ物を、未来の子どもたちにつなげるための輪を広げていきます。

    戦争は武器と軍隊だけでできるわけではない
　政府が戦争準備の法制度に向けて進めてきた、特定秘密保護
法から戦争法の強行採決、盗聴法の拡大、そして共謀罪。戦前
の治安維持法に代わるものが共謀罪、と海渡氏は説明。戦争に
は、武器と軍隊、そしてそれ以外に国家システム（戦争を行う
ための意思決定の機関）が必要となり、昔は大本営、今は国家
安全保障会議がそれに当たり、不都合な情報を隠ぺいするシス
テム（戦前の軍機保護法、国防保安法）として、2013年に特
定秘密保護法が制定されていると話しました。

  共謀罪に反対する理由
　共謀罪は、犯罪実行前に自首した時は刑を減免（密告奨励規
定）するという、まさに昔の治安維持法と類似しており、今ま
では悪いことをした人の有無を捜査していたのが、今後は悪い
ことを考えている人の有無を捜査する…つまり、悪いことを考
えて口に出し、隣にいた人が「うん」と言ったら共謀罪が成立
すると、海渡氏は懸念しています。
　さらに、治安維持法と共謀罪は団体の構成員を処罰する点（団
体規制法）で共通しており、共謀罪を拡大適用すると一網打尽
の弾圧となります。これらの理由から共謀罪には反対であると
述べられました。

　学習会では、治安維持法の拡大の経過、弾圧事件、報道規制など、
歴史的事実や共謀罪が私たちに及ぼす影響など、分かりやすい事
例を交えながら説明され、参加者からは「分かりやすかった」「監
視社会になる不安を感じる」「子どもたちが戦争に巻き込まれない
ことを願う」などの感想が寄せられました。

犯罪を計画段階で処罰する共謀罪の要
件をあらため、テロ等準備罪を新設す
る改正組織犯罪処罰法が2017年7月11
日に施行されました。この法を知るため
に、海渡雄一弁護士（東京共同法律事
務所）を招いて学習会を開催しました。

　2017年10月20日・21日、新宿西口駅前広場にて「見て、聞いて、話そう！ 交流フェスタ」が開催されました。東
都生協も、消費者団体、市民団体、東京都、企業、事業者団体、公益法人などとともに参加し、「くらし」「環境」「食」「安
全対策」「消費者被害防止」「子ども」の６つあるテーマのうち、東都生協は「食」エリアに出展しました。

　消費者週間として始まった第1回開催（1978年）
から数えて2017年度の東京都消費者月間は、40回
目という節目の年となりました。
　本事業は、消費者意識の啓発、消費者団体相互の
連携強化など、東京都と消費者団体が協働し、年間
を通じて消費生活に関する各種イベントを実施して
います。事業の愛称を「くらしフェスタ東京」として、
広く都民に参加を呼び掛けています。

●専用工場・専用ライン・製造ラインの切り替え、洗浄後一番に製造、
日によって製造品目を分けるなどのコンタミネーション防止策
●メーカーで使用する全原材料とアレルギーを考慮した商品の原材
料分別管理
●食物アレルギーに関する教育の実施
●メーカーによる自主的なアレルギー検査記録
　（東都生協では安全・品質管理部と食品担当職員が工場点検を行っています）

製造メーカーのコンタミ防止策

●東京都消費者月間事業とは●●東京都消費者月間事業とは●

東都生協の展示テーマ

アレルギーがあっても、食生活は楽しくなきゃね！

改正組織犯罪処罰法学習会 2017年9月20日　さんぼんすぎセンター

――「見て、聞いて、話そう！ 交流フェスタ」に参加しました――
毎年10月は東京都消費者月間！！
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昔ながらの製法、
東北唯一の本格醸造酢。
塩不使用、まろやかな風味と穏やかな酸味が魅力。

①醸造酢は酒造りから  ②代々受け継がれ
た看板。創業は嘉永年間。　③熟成は6カ月
以上　④太田酢店の皆さん・奥様の民子さ

（左）、７代目太田実社長（中央）、息子さんの
惇さん（右）

①④

③ ②
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　古代の人々は酢が体に良いことに気付き、『旧約聖書』にも飲み物として登場しています。
ギリシャでは病み上がりの人に酢をすすめたり、中国では、その昔、漢方薬としてその効能
が認められていたそうです。酢を入れてご飯を炊くと、ふっくら炊き上がり、傷みにくく長持
ちします。また、ラーメンのスープに酢を入れると、さっぱり食べられ、酢を少量入れて昆
布を煮ると、軟らかくなります。賞味期限が過ぎてしまったら、ガラス食器の汚れ落とし、
漂白剤のぬめりとり、染色の色止めなどにも利用できます。

東都
醸造酢

米酢

500mℓ
通常価格：298円（税込321円）

毎週企画

東都醸造酢 米酢

原材料：米、米麹（純米清酒）
　　　100mℓ当たり16kcal、
　　　たんぱく質0.3g/
　　　炭水化物0.2g/ナトリウム3mg

「酢」の歴史
　酢=vinaigre（フランス語でヴィネーグル）は、ぶどう酒（vin）＋酸っぱい（aigre）を
合わせた単語。つまり、酢は酒が酸っぱくなったもの、という意味です。最古の時代、蓄え
た果物が発酵して酒が生まれ、さらに菌が働いて誕生したのが「酢」と考えられています。
日本へは4～ 5世紀ごろ、中国から酒を造る技術と一緒に米酢の醸造技術が伝えられたのだ
とか。大宝律令の制定･施行後、奈良時代（養老年間）に修訂し編さんされた『養老律令』に、

「造酒司※」が酒とともに酢を造っていたことが記されており、この時代にはすでに酢が流通
していたようです。しかし、酢は高価なものだったので庶民の手には入らず、一般に広まっ
たのは江戸時代になってから。その後、全国各地に広まり、酢を使った料理もたくさん生ま
れました。
　また、戦中や戦後の食糧難の時代は米を原料として酢を造ることが禁止され、合成酢が
販売されていたそうですが、今では醸造酢の生産が上回り、合成酢を目にすることはほと
んどありません。
※造酒司：宮内省に属し、酒・酢の醸造や節会のお酒をつかさどった役所のこと。

東都食酢
500mℓ
通常価格167円

（税込180円）
じっくり３年寝かせた
酒かすと純米清酒を
使用。琥珀色の酢。

こ
う
じ

も
と

玄米黒酢
500mℓ
通常価格800円

（税込864円）
あきたこまちを使用し、
時間・手間をかけて発
酵・熟成。コクと独特
な味わい。

東都生協の酢  ラインアップ

　この他、東都米酢・東都食酢をベースに砂糖・塩などを合わせた「                東都すし酢  500mℓ」、国産スターキング
りんごのみで作ったワインを静置発酵した「りんご酢  500mℓ」などいろいろ。お料理に合わせて使い分けてください。

こ は く

７
代
目
太
田
実
社
長
が
語
る「
太
田
酢
店
」

製造地：福島県

せ ち え

みきのつかさ

　大事に使えば、洗浄して20～30回リユース(再使用) できます。使い終わったリユース
びんは、必ず東都生協にご返却ください！ びんのラベルに　  マークが付いています。リユースびんを使用しています

組合員の声
から

ポテトサラダに

少し入れるとマ

ヨネーズの量を

減らせます。

まろやかでおいし

い。くせがなく、材料

が引き立ちます。

めんつゆと砂糖・

塩を足して酢の

物や漬け物をお

いしく作れます。

酢の物が苦

手なお子さん

に試してみて

ほしい。
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10枚×5袋　通常価格：2,325円 （税込2,511円）  企画：3月4回　製造地：千葉県

東都生協の酢の中でお好きな商品は？ 
酢を使ったご自慢のレシピはありますか？

P.13のパズルの答えに添えて送ってくださいね。

鶏手羽元（解凍する） ４～5本
食菜酢 適量
ゆで卵、その他お好みの野菜 適量

材料（2人分）

作り方
1.お好みの野菜は食べやすい大きさに切り、手羽元には包丁で縦に１本切れ目

を入れる。
2.手羽元と野菜を鍋の中に入れ、食菜酢をひたひたになるまで注ぎ、弱めの中

火で20分ほど煮詰めれば出来上がり。

商品の特徴は？ ここがこだわり！
　有明海で採れる原料のみを使用。支
柱棚漁法※で養殖した海苔は、柔らか
く、口どけが良いのが特徴です。葉質
が柔らかいので、朝ご飯のお供や巻い
てすぐに食べるおにぎり、手巻き寿司
に向いています。巻き置きすると溶け
てしまうので食べる直前に巻くのが
good。３帖と５帖はアルミチャック付き
外袋を使用。海苔の保存には最適です。
※支柱棚漁法：浅瀬の内湾の漁場で見られる。海中に支柱を立て、一定の高さに海苔網を張り、

潮の干満の差を利用する養殖方法（１日に２回海水に漬かり、２回日光に当たる）。
代表的な産地は、有明湾(佐賀、福岡、熊本)、三河湾。

海の栄養がたっぷり　

販売者：藤井養蜂場
３月４回は特別価格410円(税込442円)

企画：３月４回
76kcal、食塩相当量：7.5g/100mℓ、

製造地：福島県

はちみつと米酢をベースにした
万能調味料

「食菜酢」 360mℓ

おかずに！ ビールのおつまみに！！

　はちみつと純米酢（本格醸造
酢）をメインに、沖縄の塩シマ
マースとにがりだけを加えまし
た。そのまま野菜にかけてド
レッシングに、また即席漬けや
マリネにもご利用ください。

　柔らかく、色艶があり、口ど
けの良いものだけを選定しまし
た。ご飯と一緒に食べると、海
苔そのものがおかずになるくら
いおいしいです！！

「東都有明産焼海苔特上」　
㈱小善本店　

スライストマトの上
に玉ねぎのみじん
切り、パセリをの
せて食菜酢をかけ
れば、ちょっとお
しゃれなサラダに。

すし酢を切らしちゃった。さぁ大変!?

 合わせ酢の作り方　米３合に対しての合わせ酢の量
は、米酢大さじ５、砂糖大さじ３、塩小さじ２（お好みで
調整してください）。混ぜたときに溶けきっていなくて
も時間がたてばしっかり混ざります。気になる場合はレ
ンジでチンするか、火にかけてもOK。ただし沸騰はさ
せないこと。
 合わせ酢の混ぜ方　ご飯が炊き上がったらすぐに全
体に振りかけ、ご飯をよくほぐし、冷めない程度に弱い
風で蒸気を飛ばします。これでご飯にテリが出ます。

放射能検査について：ゲルマニウム半導体検出器を使用して残留放射能の自主検査を実施。
　　　　　　　　　情報はチラシやホームページで随時提供していますのでご参照ください。

超簡単

組合員の声より

厚みがあり、しっとり
としておいしい。　

味も香りも一級品

パリパリ感が

たまりません。

口の中で
とろける感じが
とても良い！！

酸っぱいのはちょっと
苦手という方に…
材料：りんご、バナナ、オレンジなどの果物（200g）、米酢（400mℓ）、氷砂糖（200g）
作り方：容器に果物、米酢、氷砂糖を入れ電子レンジ600Wで1分加熱。ふたをして
12時間以上置き、水、炭酸水、牛乳など4～5倍に（お好み）薄めて召し上がれ。
※果物は 1 週間程度で取り出してくださいね。

フルーツビネガー

2おいしい

2おいしい

：概ね２年以上で利用組合員にアンケートを取り、商品の見直しをするか決めます。
この商品は２度目の見直しでも「おいしい」の評価を受けました。

※

　
商
品
事
業
部
へ
の
異
動
は
、初
め
て
の

業
務
内
容
ば
か
り
で
再
就
職
し
た
気
分
で

す
。例
え
ば
、商
品
知
識
の
習
得
、ｅ
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｅ（
一
つ
ひ
と
つ
の
商
品
デ
ー
タ
）の

チ
ェ
ッ
ク
、企
画
書
作
り（
商
品
案
内
に

掲
載
す
る
商
品
の
決
定
）、供
給
高
・
粗
利

の
確
保
、　
　
　
　  

　…

（
つ
づ
く
）

特集 東都生協商品物語東都生協商品物語
～すべては組合員のために！ 商品を支える職員たち～

　
牛
乳
を
初
め
て
担
当
し
た
２
０
１
０
年

に
は
、す
で
に
牛
乳
の
利
用
は
減
少
傾
向

が
続
い
て
お
り
、千
葉
北
部
酪
農
農
協
の
生

産
量
も
減
少
し
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
牛
乳

の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
に
、２
０
１
６

年
に「
ち
か
ば
の
牛
乳
」を
提
案
。し
か
し
、

ち
か
ば
の
牛
乳
の
導
入
後…

（
つ
づ
く
）。

　
東
都
生
協
の
産
直
品（
農
産
物
）を
使
っ

た
加
工
品
開
発
は
、
ま
ず
メ
ー
カ
ー
と
産

地
の
つ
な
ぎ
役
を
し
ま
す
が
、
最
初
は
盛

り
上
が
っ
て
も
い
ざ
商
品
化
と
な
る
と
、

あ
る
程
度
の
量
の
原
材
料
確
保
が
壁
に
な

り
、
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
生
産
者
は…

（
つ
づ
く
）。

　「
組
合
員
の
要
望
を
形
に
す
る
」た
め

に
、い
ざ
商
品
化
と
な
る
と
商
品
事
業
部

内
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、企
画
書

提
出
、商
品
委
員
会
で
の
検
討
な
ど
、デ

ビ
ュ
ー
す
る
ま
で
は
結
構
な
道
の
り
で
す
。

ま
ず
は
、東
都
生
協
に
ふ
さ
わ
し
い
商
品

を
見
つ
け
て
く
る
こ
と…

（
つ
づ
く
）。

商
品
事
業
部・吉
森
俊
次
職
員
の
巻 

 
…

…
…

…
…

…
 

９ｐ

商
品
事
業
部・小
俣
徹
職
員
の
巻 

 
…

…
…

…
…

…
…

 

６ｐ

商
品
事
業
部・原
顕
子
職
員
の
巻 

 
…

…
…

…
…

…
…

 

８ｐ

商
品
事
業
部・林
秀
明
職
員
の
巻 

 
…

…
…

…
…

…
…

 

７ｐ

部
内
一
熱
い
！ 

か
も
し
れ
な
い
男
が
牛
乳
に
燃
え
た
！

東
都
生
協
商
品
へ
の

        

愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
！

語
り
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
！

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
男

商
品
事
業
部
期
待
の
星
！

　
　
　涙
と
笑
い
の
新
人
商
務
！！

「
商
品
事
業
部
」

〈
食
品
第
１
グ
ル
ー
プ
〉 

肉
、
魚
、
冷
蔵
・
冷

凍
食
品
、
牛
乳
、
た
ま
ご
、
ド
ラ
イ
（
常
温
）

食
品
、
菓
子
、
飲
料
・
酒
な
ど
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

〈
食
品
第
２
グ
ル
ー
プ
〉 

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
商

品
、
ベ
ビ
ー
・
シ
ニ
ア
向
け
商
品
、
東
都
ナ
チ

ュ
ラ
ル
商
品
な
ど
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

〈
家
庭
用
品
グ
ル
ー
プ
〉 

日
用
雑
貨
、
日
常
生

活
に
必
要
な
雑
貨
、
実
用
的
な
商
品
か
ら
ア
イ

デ
ア
商
品
ま
で
多
数
扱
っ
て
い
ま
す
。

〈
農
産
グ
ル
ー
プ
〉 

野
菜
、
果
物
、
米
を
扱
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
の
異
常
気
象
で
商
品
確
保
に
苦

慮
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
皆
さ
ん
に
お

届
け
で
き
る
よ
う
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

〈
商
品
事
業
支
援
グ
ル
ー
プ
〉
製
品
仕
様
書
の

管
理
、商
品
お
申
し
出
・
ひ
と
こ
え
生
協
へ
の
回

答
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
商
品
管
理
部
」

〈
商
品
案
内
作
成
グ
ル
ー
プ
〉 

商
品
案
内
作
成

に
関
わ
る
業
務
全
般
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
商

品
に
記
載
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
食

べ
方
の
紹
介
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
物
流
グ
ル
ー
プ
〉 

商
品
の
発
注
・
納
品
・
入

荷
検
品
・
セ
ッ
ト
作
業
、
在
庫
管
理
、
配
送
セ

ン
タ
ー
へ
の
配
送
業
務
、
物
流
資
材
の
調
達
、

商
品
補
充
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
〉 

組
合
員
の
利

用
動
向
の
分
析
や
、
組
合
員
の
声
を
商
品
の
品

揃
え
や
提
供
す
る
情
報
に
生
か
す
取
り
組
み
、

注
文
ア
プ
リ
「
ス
マ
注
」
含
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
注
文
の
仕
組
み
改
善
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
商
品
本
部
は
「
商
品
事
業
部
」
と
「
商

品
管
理
部
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
商
品
事

業
部
に
は
60
人
、
商
品
管
理
部
は
26
人
の

職
員
が
所
属
（
定
時
職
含
む
）。
ち
な
み

に
、
東
都
生
協
全
体
で
は
9
1
1
人
で
す

（
２
０
１
８
年
２
月
20
日
時
点
）。

商品本部ってどんなところ？
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商
品
案
内

『
さ
ん
ぼ
ん
す
ぎ
』が

で
き
る
ま
で

商品案内の内容を計画（４カ月前）

商品担当者と紙面担当者打ち合わせ

商品案内と
注文書などをセット

商品案内掲載商品決定！

商品案内
『さんぼんすぎ』完成！

商品案内の作成

商品本部内で
書類を点検

探してきた
商品の

プレゼンテーション

新商品を
探してくる

新商品
おしゃべり会商品委員会

安全・
品質管理部
による点検

新商品
として
デビュー
決定

Column

　「東都」が付いている商品は東都生協のプラ
イベートブランド（PB）商品です。

以前のPB「さんぼんすぎ商品」が順次新しい
PB　　　　   商品になりましたが、一方で

そのままのものも…例えば、「東都エクレア」などは
包材を据え置いて価格高騰を抑えています。

「東都パフケーキ」は、るんるんズの焼印付きのプ
ライベート商品ですが、　　　　　シールを

箱の上面に貼って仲間入り。これで、
商品案内などで目にする機会が

増えること間違いなし！

「東都」と付いているのに、
組合員の目

品ぞろえの
充実

世間で支持されて
いる商品

デビュー前の商品に
組合員の声を聞く

　「金芽ロウ
カット玄米」

のおかゆを試してください。魂を
揺さぶる味がします！ 体に栄養
が流れ込むのを感じるはずです。

プラス のつぶやき

「                    
東都  惣菜屋さ

ん　国産ひじきとゆば煮（にんべん
フーズ）」は、原料にもこだわったお買い
得商品です。特に、温かいご飯に冷たい
ままかけた「ひじきゆば丼」は最高！

プラス のつぶやき

　牛
乳
を
初
め
て
担
当
し
た
２
０
１
０
年
に
は
、
す
で
に
牛
乳
の
利

用
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
千
葉
北
部
酪
農
農
協
の
生
産
量
も

減
少
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
牛
乳
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
に
、

２
０
１
６
年
に
「
ち
か
ば
の
牛
乳
」※

を
提
案
。
し
か
し
、
ち
か
ば
の

牛
乳
の
導
入
後
、
八
千
代
牛
乳
は
値
上
げ
と
組
合
員
の
高
年
齢
化
な

ど
の
理
由
か
ら
10
％
ほ
ど
利
用
の
落
ち
込
み
が
続
い
て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
今
年
は
、
八
千
代
牛
乳
の
供
給
量
を
増
や
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
酪
農
家
の
廃
業
、
後
継
者
不
足
と
い
っ
た
現
状
を
打

破
す
る
た
め
に
も
、
生
産
現
場
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
45
年
間
こ
だ
わ
り
守
っ
て
き
た
牛
乳
な
の
で
、
や
っ
ぱ
り
、

「
東
都
生
協
っ
て
八
千
代
牛
乳
で
し
ょ
！
」
と
い
う
思
い
で
す
。「
八

千
代
牛
乳
を
大
切
に
し
て
い
る
東
都
生
協
な
ら
信
じ
ら
れ
る
！
」と
、

他
の
産
地
や
メ
ー
カ
ー
も
き
っ
と
一
緒
の
思
い
の
は
ず
で
す
。
50
周

年
を
目
指
し
、
み
ん
な
で
八
千
代
牛
乳
を
飲
み
ま
し
ょ
う
！

※

ち
か
ば
の
牛
乳
は
、
千
葉
県
の
Ｇ
Ｍ
Ｏ
不
分
別
飼
料
を
使
う
酪
農
家
の

原
乳
か
ら
、
八
千
代
牛
乳
と
同
じ
殺
菌
方
法
で
製
造
。

米
も
思
い
入
れ
が
強
い
商
品

　一
回
目
の
米
担
当
の
時
、
米
の
利
用
が
低
迷
し
て
い
た
の
で
、
な

ん
と
か
米
離
れ
を
食
い
止
め
よ
う
と
思
っ
て
い
た
時
に
「
こ
れ

だ
！
」
と
思
っ
た
の
は
研
が
ず
に
炊
け
る
米
「
無
洗
米
」。
取
り
扱

う
会
社
に
出
向
い
て
視
察
・
試
食
し
て
、
一
番
品
質
レ
ベ
ル
の
高
か

っ
た
Ｂ
Ｇ
無
洗
米
を
選
び
ま
し
た
。
当
時
は
、
世
間
で
は
「
米
を
研

ぐ
の
は
文
化
だ
！
」
と
思
わ
れ
て
い
た
中
、「
こ
れ
な
ら
！
」
と
判

断
し
て
、都
内
生
協
で
も
一
番
早
く
Ｂ
Ｇ
無
洗
米
を
導
入
し
ま
し
た
。

　と
こ
ろ
が
、
初
め
は
高
く
て
売
れ
な
か
っ
た …

し
か
し
、
徐
々
に

無
洗
米
の
認
知
度
が
高
ま
り
、
多
く
の
組
合
員
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
度
目
の
米
担
当
の
時
は
「
金
芽
米
」。

開
発
の
試
作
か
ら
関
わ
り
、
完
成
後
は
ま
ず
東
都
生
協
で
先
行
発
売

す
る
こ
と
が
で
き
、
担
当
の
職
員
か
ら
も
「
他
で
は
買
え
な
い
商
品

を
あ
り
が
と
う
！
」
と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

北
里
八
雲
牛
に
つ
い
て
も
語
り
ま
す
！

　20
年
前
に
、
放
牧
・
国
産
飼
料
に
こ
だ

わ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
北
里
八
雲
牛
「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ビ
ー
フ
」（
当
時
の
名
称
）。
な

か
な
か
売
れ
ず
、
ひ
き
肉
な
ら
売
れ
る
の

で
サ
ー
ロ
イ
ン
も
ひ
き
肉
に
し
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
、
今
は
登
録
商
品
を
中

心
と
し
た
こ
と
で
利
用
が
安
定
し
ま
し

た
。 

昨
年
、
値
上
げ
し
て
少
し
登
録
数
が

減
り
ま
し
た
が
、
東
都
生
協
が
資
源
循
環

型
で
育
て
た
牛
を
扱
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。「
畜
産
の

未
来
を
変
え
る
！
」
と
い
う
意
気
込
み
で
す
！…

と
言
う
と
、
た
ま
に
生
産
者
に
も
笑
わ
れ
ま
す
。

　八
雲
町
に
行
く
と
牛
た
ち
が
こ
ち
ら
に
近
づ

い
て
き
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
る
か

ど
う
か…
で
も
、
そ
の
目
を
見
る
と
優
し
く
ほ

ほ
笑
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

東
都
生
協
の
力
を
信
じ
て

　今
振
り
返
る
と
、
仕
入
委
員
会
（
当
時
）
で

本
気
で
意
見
交
換
を
し
た
こ
と
も
い
い
思
い
出

で
す
。
結
果
、
育
て
て
も
ら
い
、
支
え
ら
れ
て

き
た
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
東
都
生
協
に
は
、

組
合
員
・
産
地
・
職
員
が
考
え
を
共
有
化
し
、

一
体
感
を
持
つ
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

部
内
一
熱
い
！

か
も
し
れ
な
い
男
が
牛
乳
に
燃
え
た
！

部
内
一
熱
い
！

か
も
し
れ
な
い
男
が
牛
乳
に
燃
え
た
！

　
調
布
支
部
（
当
時
）
で
供
給
担
当
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
３

年
後
に
商
品
部
へ
異
動
。
２
０
１
０
年
に
食
品
担
当
に
な
り
現

在
に
至
る
。
卵
・
牛
乳
・
北
里
八
雲
牛
を
担
当
し
て
い
る
。

東
都
生
協
45
周
年
の
今
年
、

八
千
代
牛
乳
を
も
う
一
度
組
合
員
に
す
す
め
た
い
！

　東
都
生
協
の
産
直
品
（
農
産
物
）
を
使
っ
た
加
工
品
開
発
は
、
ま

ず
メ
ー
カ
ー
と
産
地
の
つ
な
ぎ
役
を
し
ま
す
が
、
最
初
は
盛
り
上
が

っ
て
も
い
ざ
商
品
化
と
な
る
と
、
あ
る
程
度
の
量
の
原
材
料
確
保
が

壁
に
な
り
、
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
生
産
者
は

加
工
品
と
し
て
よ
り
も
自
分
で
作
っ
た
野
菜
を
そ
の
ま
ま
味
わ
っ
て

ほ
し
い
、あ
る
い
は
加
工
品
用
は
Ｂ
級
品
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、

な
か
な
か
話
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
カ
ッ
ト
野
菜
や
食
材

キ
ッ
ト
な
ど
の
需
要
の
伸
び
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
は
丸
の
ま
ま

の
農
産
物
だ
け
に
こ
だ
わ
る
の
は
厳
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

芋
の
味
を
知
っ
て
ほ
し
く
て
企
画
！

「
芋
の
旅
人
」※

　農
産
担
当
時
代
、
北
海
道
担
当
の
職
員
と
考
え
た
企
画
で
す
。
一

般
に
、
じ
ゃ
が
い
も
は
食
材
と
し
て
重
宝
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま

を
味
わ
う
機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
品
種
・

時
期
の
違
い
に
よ
る
じ
ゃ
が
い
も
の
微
妙
な
味
の
違
い
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、お
や
つ
と
し
て
も
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
、

さ
ら
に
は
家
族
で
話
題
に
し
て
食
べ
物
に
対
し
て
の
興
味
の
入
り
口

に
し
て
ほ
し
い
！ 

と
い
う
理
想
を
掲
げ
（
笑
）、
東
都
生
協
40
周
年

記
念
開
発
商
品
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

※

登
録
　
芋
の
旅
人
：
10
月
〜
翌
年
５
月
ま
で
の
８
カ
月
間
、
各
品
種
の
北

海
道
産
じ
ゃ
が
い
も
を
毎
月
１
回
届
け
る
企
画
。
事
前
登
録
制
。

国
内
産
に
こ
だ
わ
る
東
都
生
協
が
、

商
品
導
入
に
海
外
へ
！

◆「
ア
ボ
カ
ド
」
を
求
め
メ
キ
シ
コ
へ

　以
前
か
ら
「
ひ
と
こ
え
生
協
」
で
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
た
ア
ボ

カ
ド
を
確
認
し
に
メ
キ
シ
コ
へ
。
訪
問
前
は
、
お
お
ら
か
な
国
民
性

か
ら
管
理
面
を
懸
念
し
て
い
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
輸
出
の
た
め
に

米
国
認
証
を
取
得
し
て
お
り
、
抜
き
打
ち
検
査
も
受
け
、
き
ち
ん
と

管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
に
数
量
限
定
で
取
り
扱
っ
た

国
産
ア
ボ
カ
ド
は
、
輸
入
物
よ
り
も
あ
っ
さ
り
と
し
た
食
感
で
し
た

が
、
翌
年
度
以
降
の
増
産
が
望
め
ず
断
念
し
ま
し
た
。

◆「
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
」
を
求
め
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ

　キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
購
入
組
合
員
数
は
通
年
で
安
定
し
て
お
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
購
入
し
て
い

る
組
合
員
は
、
東
都
生
協
で
企
画
が
な
い
時
期
は
他
で
購
入
し
て
い

る
実
態
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
国
産
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
が
な
い

時
期
に
限
定
し
て
、
食
味
の
安
定
し
て
い
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
有
機
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
を
導
入
し
ま
し
た
。

涙
な
し
で
は
語
れ
な
い

　
　
幻
の
モ
ン
キ
ー
バ
ナ
ナ

　タ
イ
視
察
時
に
現
地
で
食
べ
た
モ
ン
キ
ー

バ
ナ
ナ
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
の
で
提
案

し
、
取
り
扱
い
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
供
給

時
に
色
が
黒
く
な
っ
た
り
し
て
、
現
地
で
の

お
い
し
さ
を
そ
の
ま
ま
お
届
け
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
１
年
ち
ょ
っ
と
で
断
念
す
る
結
果

に…

提
案
時
、
お
い
し
い
と
評
判
に
な
っ
た

盛
り
上
が
り
も
ス
ー
ッ
と
冷
め
て
し
ま
い
、

今
と
な
っ
て
は
ホ
ロ
苦
い
思
い
出
で
す
。

東
都
生
協
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
商
品
開
発

　
江
戸
川
支
部
（
当
時
）
で
供
給
担
当
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
農
産

グ
ル
ー
プ
を
経
て
今
は
東
都
生
協
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商

品
　
　
　
　
　
　「
東
都
ナ
チ
ュ
ラ
ル
」「
米
の
精
」
を
担
当
。

語
り
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
！

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
男

語
り
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
！

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
男

商
品
事
業
部・小
俣
徹
職
員
の
巻

商
品
事
業
部・林
秀
明
職
員
の
巻

ではない商品がある…？

「マーガリンを
使っていない

食パンがほしい」
という組合員の声に
応えるために…

《バター使用国産小麦食パン》を試食し、意見を聞く

「“ショートニング・
マーガリン不使用”の方が
訴求力があるのでは？」

（
名
称
変
更
）

（
点
検
・
ク
リ
ア
！
）

（
名
称
変
更
）

《
北
海
道
産
小
麦
食
パ
ン
》

と
し
て
提
案

（
点
検
・
ク
リ
ア
！
）

《
北
海
道
産
小
麦
食
パ
ン
》

デ
ビ
ュ
ー
決
定
！

『
さ
ん
ぼ
ん
す
ぎ
』

に
掲
載

組合員の声

マーガリン不使用の
食パンを探す

商品委員会までに取り下げになる商品もあります
（例：「おいしくない」「国内で賄える原材料が外国産」など）

「バター使用と名前に
あるとバターの香りを
期待してしまう」

例えば…
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　開
設
経
緯

　
２
０
０
１
年
に
食
品
衛
生
法

で
容
器
包
装
加
工
食
品
に
ア
レ

ル
ギ
ー
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
、

２
０
０
２
年
の
完
全
施
行
に
合

わ
せ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
相
談
室
を
開
設
。
注
文
前
に
原

材
料
や
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
問
い
合
わ
せ
て
確
認
す
れ
ば
、

発
症
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　多
い
相
談
内
容

　
原
材
料
の
詳
細
以
外
に
、
除
去
食
の
作
り
方
、
栄

養
の
摂
り
方
、
室
内
環
境
整
備
な
ど
に
関
す
る
相
談

や
、
お
子
さ
ん
が
幼
稚
園
や
小
学
生
の
場
合
、
宿
泊

を
伴
う
校
外
学
習
の
食
事
や
救
急
医
療
体
制
、
準
備

資
料
な
ど
園
や
学
校
と
話
し
合
う
内
容
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
は
保
育
園
や
学
童
保
育
施
設
か
ら
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

　相
談
時
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
個
人
差
が
大
き
い
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
情
や
周
囲
の
状
況
を
考
慮
し
て
、
相
談

者
が
先
に
進
め
る
よ
う
に
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　今
後
作
り
た
い
商
品

　
総
菜
や
お
弁
当
用
素
材
を
多
種
類
そ
ろ
え
た
い

で
す
。　今

、
組
合
員
に
伝
え
た
い
こ
と

　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
こ
こ
20
年
で
約
２
倍
と
な
り

ま
し
た
。
近
年
は
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
使
う
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
や
、
化
粧
品
や
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
に

含
ま
れ
る
食
品
成
分
が
皮
膚
か
ら
吸
収
さ
れ
て
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
る
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
安
や
疑
問
に
思
う
こ
と
は
、
お
気
軽
に
ア
レ
ル
ギ

ー
相
談
室
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　「ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
慮
し
た
商
品
」の
注
文
方
法

　
商
品
案
内
で
は

月
１
回
「
ア
レ
ル

ギ
ー
を
考
慮
し
た

商
品
」
の
ペ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
注
文
」
を
見
る

と
、
毎
週
「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
考

慮
し
た
商
品
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

注
文
の
登
録
を
し
て

い
な
い
方
で
も
、
商

品
名
の
下
に
書
い
て

あ
る
注
文
番
号
を
注

文
用
紙
に
記
入
す
る

こ
と
で
毎
週
注
文
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
お
届
け
は
２
週
間

後
の
商
品
も
あ
り
ま

す
）。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
１
９
７
３
年
設
立
の
東
都
生
協

は
、
今
年
で
45
周
年
を
迎
え
ま
す
。

設
立
時
に
力
を
出
し
合
っ
た
人
た

ち
の
〝
こ
こ
ろ
〞
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
「
設
立
趣

意
書
」
の
中
に
、「
東
都
生
協
は
、
よ
り
安
全
で

す
ぐ
れ
た
も
の
を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
消
費
者

の
切
実
な
願
い
を
正
し
く
受
け
止
め
る
こ
と
の
で

き
る
農
・
漁
民
を
中
心
に
、
他
の
良
心
的
な
生
産

者
と
も
直
接
手
を
つ
な
ぎ
、
大
資
本
に
よ
る
独
占

価
格
の
つ
り
上
げ
や
流
通
機
構
の
支
配
に
抵
抗
し

な
が
ら
、
天
然
牛
乳
を
は
じ
め
と
す
る
諸
物
資
の

供
給
を
お
こ
な
い
ま
す
」と
い
う
文
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
４
人
の
職
員
の
話
を
聞
き
、
こ
の
〝
こ

こ
ろ
〞
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
私
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
商
品
を
使
い
続

け
た
い
と
い
う
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
生

産
者
に
声
を
届
け
、
利
用
し
、
仲
間
を
増
や
す
こ

と
。
設
立
時
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
子
孫
の
時
代

に
も
安
全
・
安
心
な
商
品
を
使
い
続
け
ら
れ
る
環

境
が
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
相
談
室
に
つ
い
て

武
内
澄
子
職
員

自分が企画した商品： 
「美味しい鯖水煮缶
黒胡椒にんにく入り」（伊藤食品）。お酒の
つまみにもいいですよ。／おすすめ商品：

「東都丸大豆しょうゆ」。八千代牛乳と並
び、古くからある商品。メーカー訪問時に
見た仕込み樽や、ろ過方法に感動。

思い入れのある商品は、東
都生協40周年記念開発商品
として提案し、今年2月から
                 に仲間入りした
日本ワイン「東都オリジナル
ワイン甲州（白）」。山梨フ
ルーツラインが生産した甲
州種を、ワイナリー・ルミ
エールがすっきりした辛口の
白ワインに作り上げました。

プラス のつぶやき

プラス のつぶやき

まとめ

TEL：0120-055-214
受付：月・水・金

午前10時～午後４時30分
（正午～午後１時は除く）

アレルギー
相談室

再
就
職
し
た
気
分
に
な
る
ほ
ど

未
知
の
業
務
満
載
！

　
商
品
事
業
部
へ
の
異
動
は
、
初
め
て
の
業
務
内
容
ば
か
り
で
再

就
職
し
た
気
分
で
す
。
例
え
ば
、
商
品
知
識
の
習
得
、 ｅ
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｅ （
一つ
ひ
と
つ
の
商
品
デ
ー
タ
）
の
チ
ェ
ッ
ク
、
企
画
書
作
り
（
商

品
案
内
に
掲
載
す
る
商
品
の
決
定
）、
供
給
高
・
粗
利
の
確
保
、

　
　
　
　
　 

商
品
の
在
庫
管
理
な
ど
、
次
々
と
や
る
べ
き
こ
と
が
出

て
き
ま
す
。
本
当
は
メ
ー
カ
ー
視
察
な
ど
に
行
く
と
知
識
が
増
え
、

商
品
に
愛
着
が
わ
き
ま
す
が
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
こ
と
が
課
題
で
す
。

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
商
品
丸
わ
か
り
の
「
東
都
国
産
丸
大

豆
し
ょ
う
ゆ
」の
学
習
会
。参
加
者
の
質
問
に
全
て
答
え
た
の
で
「
信

頼
で
き
る
！
」
と
感
想
に
書
か
れ
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
実

は…

学
習
会
直
前
に
「
き
ん
ま
る
星
醤
油
」
を
訪
問
し
て
い
て
、
当

日
困
っ
た
ら
電
話
し
ま
す
の
で
絶
対
に
出
て
く
だ
さ
い
と
頼
ん
で
お

い
た
の
で
、
全
部
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
は
、
一
日
で
も
早
く
先
輩
た
ち
の
よ
う
に
一
人
で
こ
な
せ
る
よ

う
に
、
単
語
帳
に
用
語
や
商
品
を
書
い
て
通
勤
電
車
の
中
で
必
死
に

覚
え
て
い
ま
す
。「
い
い
商
品
を
届
け
る
！
」「
前
年
度
よ
り
供
給
高

を
上
げ
る
」
こ
と
が
目
標
で
す
。

激
し
い
突
っ
込
み
も
成
長
の
た
め
の
試
練
！

　
毎
月
、
食
品
グ
ル
ー
プ
職
員
、
他
部
署
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
が
出

席
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
が
あ
り
、
複
数
の
商
品
を
提
案

し
、
提
案
理
由
を
述
べ
、
試
食
を
し
、
味
、
価
格
、
必
要
な
商
品
で

あ
る
か
な
ど
を
評
価
す
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
の
突
っ
込
み
が
激
し

い
ん
で
す
よ
（
笑
）。
全
員
か
ら
「
そ
れ
受
け
る
の
？
」「
ど
う
し
て

取
り
扱
う
の
？
」
と
言
わ
れ
、「
た
だ
何
と
な
く
」
と
か
、「
利
用
さ

れ
そ
う
な
気
が
す
る
」
な
ん
て
理
由
は
通
ら
な
い
の
で
必
死
で
す
。

で
も
、
こ
れ
は
目
標
達
成
の
た
め
に
も
、
自
分
が
成
長
す
る
た
め
に

も
試
練
と
思
っ
て
乗
り
越
え
ま
す
。
　

商
品
事
業
部
・
食
品
グ
ル
ー
プ
と
い
う
所

　
そ
ん
な
細
か
い
こ
と
ま
で
気
に
掛
け
る
の
か
と
驚
く
場
面
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
時
に
、
メ
ー
カ
ー
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
や
っ
か
い

な
面
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
は
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
た
め
で

す
。
例
え
ば
、
商
品
案
内
「
さ
ん
ぼ
ん
す
ぎ
」
に
載
る
定
番
商
品
は
、

原
材
料
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
企
業
秘
密
で
あ
っ
て
も
開
示
さ
れ
な
い

と
商
品
と
し
て
扱
い
ま
せ
ん
。
納
得
で
き
な
い
商
品
は
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
お
届
け
し
な
い
と
い
う
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

そ
れ
を
納
得
し
て
く
れ
た
メ
ー
カ
ー
の
商
品
は
安
全
・
安
心
で
あ
り
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
も
生
ま
れ
ま
す
。
商
品
事
業
部
に
異
動
し
て
き

て
、
商
品
へ
の
厳
し
さ
と
愛
情
を
痛
感
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

ど
ん
な
苦
労
も
、
全
て
は
組
合
員
の
た
め
に
！

　「
組
合
員
の
要
望
を
形
に
す
る
」
た
め
に
、
い
ざ
商
品
化
と
な
る

と
商
品
事
業
部
内
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
企
画
書
提
出
、
商

品
委
員
会
で
の
検
討
な
ど
、
デ
ビ
ュ
ー
す
る
ま
で
は
結
構
な
道
の
り

で
す
。
ま
ず
は
、
東
都
生
協
に
ふ
さ
わ
し
い
商
品
を
見
つ
け
て
く
る

こ
と
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い
て
学
ぶ
会
の
事
務
局
時
代
も
、
展
示
会

や
メ
ー
カ
ー
と
の
商
談
の
際
に
、
一
般
に
流
通
し
て
い
な
が
ら
ア
レ

ル
ギ
ー
を
持
つ
人
も
食
べ
ら
れ
る
商
品
を
探
し
ま
し
た
。
商
品
傾
向

や
流
行
を
押
さ
え
た
上
で
、
武
内
職
員
（
下
記
参
照
）
と
ア
レ
ル
ギ

ー
を
考
慮
し
た
商
品
を
調
査
す
る
た
め
、
２
人
で
事
前
に
工
場
を
視

察
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
視
察
し
て
問
題
点
が
分
か
り
導
入
を
諦

め
た
商
品
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
慮
し
た
商
品
を
取
り

扱
い
始
め
た
の
は
、
生
協
の
な
か
で
も
東
都
生
協

が
最
初
と
聞
い
て
い
ま
す
（
当
初
は
別
チ
ラ
シ
で

の
案
内
）。
商
品
案
内
で
は
法
律
で
ア
レ
ル
ギ
ー
表

示
が
義
務
化
さ
れ
る
前
か
ら
、
自
主
的
に
卵
、
乳
、

大
豆
を
表
示
し
て
き
ま
し
た
。
大
豆
に
つ
い
て
は

義
務
表
示
品
目
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現

在
も
自
主
的
に
表
示
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
商
品
の
中
で
の
お
す
す
め
は

「
フ
レ
ン
ズ
ス
イ
ー
ツ
」。〝
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人

も
、
な
い
人
も
同
じ
よ
う
に
お
い
し
い
。〞
が

コ
ン
セ
プ
ト
の
商
品
で
、
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

常
に
、
見
や
す
さ
を
求
め
て
は
い
る
け
れ
ど…

　
商
品
案
内
『
さ
ん
ぼ
ん
す
ぎ
』
や
Ｏ
Ｃ
Ｒ
注
文
書
に
つ
い
て
、
ど

う
す
れ
ば
見
や
す
く
注
文
し
や
す
い
か
は
、
悩
ま
し
い
課
題
で
す
。

例
え
ば
Ｏ
Ｃ
Ｒ
注
文
書
で
は
お
米
や
卵
な
ど
は
同
じ
商
品
で
規
格
違

い
が
同
じ
回
に
あ
れ
ば
規
格
が
表
示
さ
れ
ま
す
が
、
一
種
類
一
品
の

商
品
だ
と
表
示
さ
れ
ず
、
規
格
が
分
か
ら
な
い
点
が
あ
る
一
方
、
す

べ
て
の
商
品
に
規
格
を
入
れ
る
と
Ｏ
Ｃ
Ｒ
注
文
書
の
文
字
が
小
さ
く

て
読
み
づ
ら
く
な
る
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
で
も
Ｏ
Ｃ
Ｒ
注
文
書

だ
け
で
注
文
す
る
方
も
多
い
の
で
、
ど
ち
ら
が
良
い
の
か
悩
ま
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

商
品
の
良
さ
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
大
事

　
提
案
し
た
商
品
の
良
さ
を
き
ち
ん
と
伝
え
れ
ば
組
合
員
は
必
ず

利
用
し
て
く
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
国
産
１
０
０
％
の
ト
マ
ト
ケ
チ

ャ
ッ
プ
が
毎
週
注
文
で
き
る
生
協
は
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「
東
都
玉
締
め
し
ぼ
り
胡
麻
油
」
の
製
法
を
今
も
続
け
て
い
る
メ
ー

カ
ー
は
、
日
本
に
数
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
商
品
を
「
普
通

に
」
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
に
で
き
る
東
都
生
協
は
本
当
に

す
ご
い
で
す
。

　
や
っ
ぱ
り
商
品
っ
て
、
紙

面
に
た
だ
掲
載
し
た
か
ら
っ

て
注
文
し
て
く
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
自

信
を
持
っ
て
提
案
し
た
商
品

を
、
そ
の
価
格
で
「
利
用
し

た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
商
品
案
内
の
紙
面

を
通
じ
て
商
品
の
価
値
を
伝

え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
で
供
給
担
当
か
ら
ス
タ
ー
ト
。２

年
後
、拡
大
推
進（
仲
間
づ
く
り
）担
当
へ
異
動
と
な
り
12
年
間

所
属
す
る
。２
０
１
７
年
４
月
か
ら
食
品
グ
ル
ー
プ
へ
異
動
。ア

イ
テ
ム
数
が一
番
多
い
ド
ラ
イ（
常
温
）商
品
を
担
当
。

東
都
生
協
商
品
へ
の

           
愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
！

東
都
生
協
商
品
へ
の

           
愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
！

　
立
川
支
部
（
当
時
）
で
供
給
担
当
者
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
１

９
９
６
年
に
現
商
品
案
内
作
成
グ
ル
ー
プ
に
異
動
し
、
２
０

１
０
年
以
降
、
食
品
グ
ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
現
在
に
至
る
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
　
　
　
　
　 

担
当

商
品
事
業
部
期
待
の
星
！

　
　
　
　
涙
と
笑
い
の
新
人
商
務
！！

商
品
事
業
部
期
待
の
星
！

　
　
　
　
涙
と
笑
い
の
新
人
商
務
！！

商
品
事
業
部・原
顕
子
職
員
の
巻

商
品
事
業
部・吉
森
俊
次
職
員
の
巻

新商品おしゃべり会での吉森職員
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て
、
最
後
の
餅
つ
き
で

は
子
ど
も
た
ち
も
一
緒

に
餅
を
つ
き
、
あ
ん
餅

と
お
雑
煮
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
素

晴
ら
し
い
体
験
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
マ
ガ
ン
の
数
に
驚
い
た
」「
１
枚

の
田
ん
ぼ
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
！
」「
環
境
の

良
さ
が
マ
ガ
ン
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
地
産
地
消
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
（
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て

国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
）、
自
然

保
護
、
マ
ガ
ン
の
羽
音
を
聞
い
て
考
え
た
」
と
い

っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
産
直
米
を
食
べ
る
こ
と
が
、
田
ん
ぼ
や
周
囲
の

環
境
、
た
く
さ
ん
の
生
き
も
の
た
ち
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
企
画
で
す
。

翼を広げると1.4mほどになる
大型の水鳥で、日本には冬
鳥として渡来。天然記念物の
渡り鳥です。湖や沼などでね
ぐらし、水田で落穂や草の種
子などを食します。宮城の県
鳥であり、蕪栗沼はマガンの
国内有数の越冬地。最大10
万羽が飛来します。

マガン

  

12
月
２
日
〜
３
日
、「
マ
ガ
ン
の
ね
ぐ
ら
入
り

＆
飛
び
立
ち
鑑
賞
・
交
流
！ 

Ｊ
Ａ
み
ど
り
の
田
尻

産
直
委
員
会
交
流
訪
問
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
企
画
は
、宮
城
県
に
あ
る
「
東
都
わ
か
ば  
宮

城
ひ
と
め
ぼ
れ
」「
東
都
み
の
り  

宮
城
つ
や
姫
」

の
産
地
「
み
ど
り
の
農
業
協
同
組
合 

田
尻
産
直

委
員
会
」
の
協
力
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

初
日
は
お
米
の
説
明
と
マ
ガ
ン
の
説
明
を
受
け

た
後
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
蕪
栗
ぬ
ま
っ
こ
ク
ラ
ブ
の
戸
島
先

生
を
ガ
イ
ド
に
ね
ぐ
ら
入
り
を
観
賞
、
夕
食
時
に

は
生
産
者
の
方
と
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

  

翌
朝
は
５
時
４５
分
に
宿
を
出
て
、
マ
ガ
ン
の
飛

び
立
ち
を
鑑
賞
。
前
日
に
続
き
天
気
が
良
か
っ
た

の
で
、
３
回
く
ら
い

ま
と
ま
っ
て
飛
び
出

す
様
子
を
鑑
賞
で
き

ま
し
た
。

  

そ
の
他
、
菌
床
し

い
た
け
の
収
穫
体
験
、

水
菜
の
袋
詰
め
体
験
、

正
月
飾
り
作
り
と
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
用
意
さ
れ
て
い

　
さ
ん
ぼ
ん
す
ぎ
セ
ン
タ
ー
で
12
月
14
日
、
安

全
・
品
質
管
理
部
の
新
谷
喜
久
夫
部
長
を
講
師

に
「
食
品
表
示
法
に
つ
い
て
の
学
習
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
食
品
表
示
法
は
、Ｊ
Ａ
Ｓ
法
、
食
品
衛
生
法
、

健
康
増
進
法
の
３
つ
の
法
律
の
「
表
示
」
に
関

す
る
規
定
を
１
つ
に
ま
と
め
、
食
品
表
示
を
一

元
化
す
る
法
律
と
し
て
２
０
１
５
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
加
工
食

品
に
お
い
て
は
２
０
２
０
年
３
月
末
ま
で
に
包

材
の
表
示
を
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
経
過
措
置
期
間
５
年
間
）。

　
主
な
変
更
点
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
が
原
則

と
し
て
原
材
料
ご
と
の
個
別
表
記
と
な
る
こ
と
、

原
材
料
と
食
品
添
加
物
を
区
分
し
て
表
示
す
る

こ
と
、
栄
養
成
分
表
示
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
、

な
ど
で
す
。

　
食
品
の
表
示
は
、
消
費
者
の
安
全
や
選
択
の

機
会
の
確
保
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、
食
品
表
示
が
な
け
れ
ば
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

つ
人
に
深
刻
な
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
か
も
し

れ
ず
、
表
示
の
読
み
取
り
方
を
知
ら
な
け
れ
ば

毎
日
の
生
活
に
も
困
る
、
と
具
体
的
な
事
例
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
２
０
１
７
年
９
月
１
日
の
食
品
表
示

法
の
食
品
表
示
基
準
を
改
正
し
、
全
て
の
加
工

食
品
に
対
し
て
、
使
用
重
量
の
１
番
多
い
原
材

料
に
つ
い
て
、「
原
料
原
産
地
表
示
」
を
義
務
付

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た（
経
過
措
置
期
限
は
２

０
２
２
年
３
月
末
ま
で
）。
こ
れ
に
よ
り
、
漬
物

や
う
な
ぎ
加
工
品
な
ど
一
部
の
加
工
食
品
に
限

定
さ
れ
て
い
た
原
料
原
産
地
表
示
が
、
５
年
か

け
て
全
て
の
加
工
食
品
へ
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
改
正
後
、
例
え
ば
パ
ン
に
使
う
小

麦
粉
を
季
節
で
切
り
替
え
る
場
合
の
表
示
は

「
Ａ
国
ま
た
は
Ｂ
国
ま
た
は
国
産
」
と
な
り
、
ど

の
国
の
小
麦
粉
を
一
番
多
く
使
っ
て
い
る
か
が

分
か
り
に
く
い
、
外
国
産
小
麦
を
日
本
で
粉
に

し
た
場
合
「
小
麦
粉
（
国
内
製
造
）」
と
表
示
さ

れ
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
、
な
ど
問
題
点
も
多

く
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
東
都
生
協
は
Ｐ
Ｂ
（
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ド
）
商
品
に
つ
い
て
、

義
務
化
前
か
ら
自
主
的
に
原
料
原
産
地
表
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
食
品
表
示
の
目
的
、
現
在
ま
で
の
経
緯
、
現

状
の
問
題
点
や
今
後
に
つ
い
て
学
ん
だ
講
習
会
、

質
疑
で
は
踏
み
込
ん
だ
質
問
に
も
き
め
細
か
い

回
答
が
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
漠
然

と
聞
き
か
じ
っ
て
い
た
こ
と
が
整
理
・
理
解
で
き

た
」「
新
し
い
表
示
に
な
っ
て
も
迷
わ
ず
選
べ
そ

う
」な
ど
の
声
や
、添
加
物
・
遺
伝
子
組
換
え
食
品
・

ア
レ
ル
ギ
ー
・
食
品
表
示
に

つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
い
内
容

の
学
習
会
を
希
望
す
る
声
も

あ
り
、
有
意
義
な
学
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

「
食
品
表
示
法
に
つ
い
て
の
学
習
会
」

マ
ガ
ン
の
ね
ぐ
ら
入
り
＆
飛
び
立
ち
鑑
賞
・
交
流
！

　
毎
年
師
走
に
ク
リ
ス
マ
ス
・
正
月
向

け
調
理
企
画
を
し
て
き
た
田
柄
ブ
ロ
ッ

ク
委
員
会
は
１２
月
６
日
、
趣
向
を
変
え

て
㈱
健
食
の
カ
ッ
ト
野
菜
と
㈱
ポ
ー
ル

ス
タ
ア
の
た
れ
を
利
用
し
た
簡
単
料
理

講
座
を
開
催
。「
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
用

野
菜
ミ
ッ
ク
ス
」
と
「
す
き
焼
割
下
」

で
作
る
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
は
、
素
材
が

生
か
さ
れ
て
と
て
も
お
い
し
く
、
自
然

素
材
を
使
っ
た
た
れ
の
素
晴
ら
し
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。「
ゆ
ず
胡
椒
と
生
姜

香
る
和
風
麻
婆
豆
腐
の
素
」
も
、
今
ま

で
に
な
い
味
わ
い
と
好
評
で
し
た
。
カ

ッ
ト
野
菜
は
手
抜
き
の
イ
メ
ー
ジ
？  

メ
ニ
ュ
ー
も
地
味
？  

と
い
っ
た
懸
念

を
よ
そ
に
、
加
入
し
て
間
も
な
い
組
合

員
や
ゲ
ス
ト
の
参
加
も
あ
り
、「
お
い

し
か
っ
た
！
」「
１
袋
で
で
き
る
量
が

分
か
っ
た
」
と
忙
し
い
人
に
は
う
れ
し

い
企
画
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
㈱
健
食
の

学
習
会
や
㈱
ポ
ー
ル
ス
タ
ア
の
メ
ー
カ

ー
訪
問
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
組
合
員

に
も
、
商
品
や
企
業
に
つ
い
て
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

忙しい暮れにカット野菜と“たれ”を使った簡単料理

　
１２
月
２２
日
、
府
中
南
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

会
は
、商
品
活
動
エ
ン
ト
リ
ー
企
画
「
商

品
丸
わ
か
り
」
を
さ
ん
ぼ
ん
す
ぎ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
パ
ン
。「
北
海
道
産
小
麦
食
パ
ン
」

「
国
産
小
麦
食
パ
ン
」「
サ
ラ
の
ま
る
パ

ン
（
紅
茶
・
オ
レ
ン
ジ
・
ト
マ
ト
バ
ジ
ル
・

全
粒
粉
）」
を
試
食
し
ま
し
た
。「
パ
ン

を
焼
く
の
は
夜
中
で
早
朝
に
出
荷
」
と

い
う
厳
し
い
仕
事
の
様
子
、
以
前
は
お

試
し
規
格
が
あ
っ
た
が
今
は
な
い
理
由
、

異
な
る
パ
ン
を
同
時
に
焼
き
上
げ
袋
詰

め
す
る
難
し
さ
、
バ
タ
ー
よ
り
マ
ー
ガ

リ
ン
・
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
と
言
わ
れ
て

い
た
時
代
の
話
な
ど
、
菓
子
・
パ
ン
部

門
の
職
員
か
ら
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
の
多
様
化
し
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
は
食
パ
ン
は
何
枚

切
り
が
良
い
の
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と

話
が
弾
み
ま
し
た
。
今
回
知
り
得
た
知

識
を
今
後
の
企
画
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

担当職員から聞く「パン作り」にまつわる話

〜
新
表
示
を
ど
の
よ
う
に
見
分
け
れ
ば
良
い
か
〜

　第８地域委員会では12月17日、弁護士の長尾
詩子さんを講師に「～平和を学ぶための～子ども

憲法塾」を開催しました。長
尾さんは、人権について「ワ
タシがワタシとして大事にさ
れ、自由を認められること。
それには平和が大事」と話
し、「自分たちがこの国の主
人公である」という国民主
権や民主主義についても

説明。戦前の憲法で戦争が起こり戦後に戦争放棄したことに
触れ、「私たちは間違えるかもしれないから、最初にルールを
決めた」と立憲主義を解説、「憲法はブレーキ役。戦争した人
たちからの贈り物。大事にしたいね」と語り掛けました。
　印象に残ったのは、JVC（日本国際ボランティアセンター）
が行う「北朝鮮、韓国、日本の子どもたちによる絵の交換」の
話。日本の子どもに北朝鮮について聞くと「怖い」と答え、北朝
鮮の子どもも日本を「怖い」と言うけれど、お互いの絵を交換
すると共通点も多く、「なんだ同じじゃん」と意識が変わるそう
です。「テレビの向こう側にも自分と同じような子どもたちがい

ると想像の翼を広げ、世界
中の人と友だちになってほ
しい」（長尾さん）。
　講演後は戦争放棄と掛
けた戦争ホーキと、平和へ
の思いを込めたプラ板作
り。子どもたちからは「平和
は、当たり前に人それぞれが幸せを感じられること。憲法の話
も素直に受け入れられた」「仲良くすればどの国も幸せなのに
なぜ戦争するの。みんな幸せで笑顔になったらうれしい」、おと

なからは「憲法や戦争につい
て、親子一緒に考えるきっかけ
ができた。共有した時間はとて
も貴重」などの感想が…。和や
かな雰囲気の中、親子で平和
や憲法について理解を深める
貴重な時間となりました。

親子で憲法を学び、平和への思いを深めました

か
ぶ
く
り

かぶくりぬま

みんなで餅つき

食品表示を確かめながら試食

原爆投下後の広島、長崎のパネルや
あの時の広島から現在伝えたい絵本
の展示もありました

小さなホーキ（放棄）に平和
の願いをこめて作りました

長尾詩子先生による
「小学生のみなさんのための憲法のはなし」

マ
ガ
ン
の
飛
翔
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●クイズのこたえ
●住所／氏名（お子さんの場合、年齢・学年）
／組合員コード／ペンネーム（希望の方）
●東都生協の酢で好きな酢は何？
　酢を使ったご自慢のレシピはありますか？
●「食の未来づくり運動」（ｐ.16）のために
「私にできること」はありますか？
●特集やその他の記事へのコメントや感想、
イラストなど、なんでもどうぞ！

こだわり
の食べ方

クイズ応募はがきで見つけた
、コメ

ント
紹介

6 q
9

l
C a f

e

E

C

A

ヨコのカギ
動物にとって生理的に不可欠なもの。
料理にも不可欠!?
○○入り娘
建物の土台の上に直立し、棟・はり・床などを支える
サラダの上に刻んだり裏ごししたゆで卵を振りかけ
ると、○○○サラダになります
通常ヘクトパスカルで表される
普通の状態で顔または視線の向いている方向
僧侶の衣服

タテのカギ
高木。シュロもこの仲間
親である女性
祭りでは大勢で担ぎ、街じゅうを練り歩く
米こうじの酵素の働きを利用して
でんぷん質を糖化した飲み物
転ばぬ先の○○ 
立ち入り制限などのために木や竹などを立て、
横木を通して一定区域を囲うもの

1
3
5
8

11
12

2

3
4
6

7
9

10

1

5

6

92

87

3 1210

11

D

4

Ａ～Eの順に並べてできる言葉は。
ヒント：別名にはボタンが付く⁉

B

〒156-0055　世田谷区船橋5-28-6
吉崎ビル4階　「MOGMOG」 係

あて先

※おたよりや個人情報は、『MOGMOG』（インターネット含む）でご紹
介する場合がありますが、編集目的以外での使用はいたしません。
※おたよりへの個別回答は行っておりません。

締め切りは
3月28日（水）の
消印まで有効。

2月号の答えは、
 「ウメマツリ」だよ！

はがきに書いて送ってね。

発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

図書カード
正解者から抽選で、10人の方に

をプレゼント！

朝食にほうれん草のソテーを作ります。卵そぼろをのせます。
（世田谷区　藤原尚子）

おすすめレシピは、ほうれん草とチーズのカレーです！
（練馬区　生尾尚子）

一番好きな野菜です。かき卵汁（ほうれん草、卵、はんぺん、
えのき、かつお節だし、しょうゆ、塩、片栗粉）がおすすめ。

（練馬区　狩野芳子）

白和え、ツナ和え、キッシュ…万能ですね！
（杉並区　小林里奈）

ほうれん草はナムルにしてもおいしいです！
（世田谷区　浅野文子）

ほうれん草を安い時に購入。軸、葉を一緒に固ゆでをし、絞っ
てシート状にして冷凍し、何にでも使います。

（文京区　タシロヤスコ）

土鍋に水と酒を入れ、豚肉と一緒にしゃぶしゃぶ。
（足立区　大畑昇子）

ほうれん草は好きですか？
おすすめレシピはありますか？ 

ホームページ「よくある問い合わせ（FAQ）」サイトの紹介
記事があったので、さっそくアクセスしてみました。東都生
協のことがよく分かり役立っています！

（文京区　松本承子）

初めて『MOGMOG』を読みました。今まで知りませんでし
た。1月号はNo.418…損をしていたことを知りました。

（杉並区　伊藤　連）

『MOGMOG』、とても読みごたえがあり、毎号楽しみにし
ています。

（草加市　佐藤麻衣）

『MOGMOG』、写真が多いので見やすく、カラーバリエー
ションもいい！ せっかくの情報誌なので隅々まで読みた
いけれど時間が取れない時も…。ストックして後から読も
うと努力中です…。

（小金井市　丸山由紀子）

食の大切さ、生産者のご苦労を『MOGMOG』で感じます！
（葛飾区　石井美智子）

す
。こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ. 

ご
要
望
の
商
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、次
回
4

月
1
回
商
品
案
内「
と
ー
と
ら
ん
ど（
翌
週
配

達
）」で
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。な
お
、本
商

品
は
約
2
カ
月
に
1
回
の
間
隔
で
企
画
を
予
定

し
、キ
ャ
ロ
ッ
ト
チ
ラ

シ（
翌
々
週
配
達
）で

は
約
3
カ
月
に
1
回

の
間
隔
で
企
画
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ. 「
北
里
八
雲
牛
セ
ッ
ト
」「
若
鶏
セ
ッ
ト
」

「
青
果
ボ
ッ
ク
ス
」な
ど
の
商
品
は
、い
つ
ど
う

い
う
セ
ッ
ト
が
届
く
か
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。チ

ラ
シ
を
な
く
し
て
し
ま
っ
て
分
か
ら
な
く
な
る

場
合
も
あ
る
の
で
。

Ａ. 

登
録「
北
里
八
雲
牛
」「
登
録
若
鶏
セ
ッ
ト
」

な
ど
の
予
定
品
目
に
つ
い
て
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

し
た
。

　「
青
果
ボ
ッ
ク
ス
」は
5
品
目
以
上
で
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
が
、品
目
数
を
そ
ろ
え
る
た
め

に
は
随
時
根
菜
を
入
れ
な
い
と
天
候
影
響
に
対

応
で
き
ず
、ま
た
こ
の
ボ
ッ
ク
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
も
根
菜
も
含
め
て
そ
の
時
期
の
物
を
お

届
け
す
る
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
グ
リ
ー
ン・
サ
ポ
ー
ト
」や「
東
都
み
の
り
サ

ポ
ー
ト
」は
事
前
に
何
が
届
く
か
が
分
か
ら
ず
、

余
剰
が
な
い
場
合
は
欠
品
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、現
在 

じ
ゃ
が
い
も
・
玉
ね
ぎ
は
入
ら

な
い
の
で（
か
ぼ
ち
ゃ
は
入
る
場
合
も
あ
り
ま

す
）、よ
ろ
し
け
れ
ば
こ
ち
ら
の
ご
利
用
も
ご
検

討
く
だ
さ
い
。　

　
少
人
数
家
庭
用
の
野
菜
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、「
東
都
青
果
ボ
ッ
ク
ス
」が
少
量
多
品
目
で

そ
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、根

菜
類
の
消
費
が
難
し
い
場
合
は
、毎
週
、商
品
案

内「
さ
ん
ぼ
ん
す
ぎ
」で
少
量
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
ま
す
の
で
こ
ち
ら
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

Ｑ. 「
い
つ
も
の
お
み
そ
汁
減
塩
５
種
セ
ッ
ト

（
ア
マ
ノ
フ
ー
ズ
）」は
と
て
も
お
い
し
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ. 

ご
要
望
の「
い
つ
も
の
お
み
そ
汁 

減
塩
5
種

セ
ッ
ト
」は
、別
冊
チ
ラ
シ「
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ａ

（
お
い
し
〜
な
）」

の
3
月
3
回
に
掲

載
予
定
で
す
。企

画
の
際
に
は
ご
検

討
く
だ
さ
い
。今

後
も
一
人
ひ
と
り

の
組
合
員
の
声
に

対
し
て
、ご
要
望

に
沿
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

Ｑ. 「
平
ら
な
紙
ひ
も（
秋
山
工
業
）」は
、握
っ

て
も
手
が
痛
く
な
り
に
く
く
、素
材
も
エ
コ
素

材
な
の
で
古
紙
と
一
緒
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま

ト
注
文
ペ
ー
ジ
右
側
の「
！
お
知
ら
せ
」⬇「
お

知
ら
せ
一
覧
」か
ら
確
認
で
き
ま
す
。た
だ
し「
東

都
み
の
り
青
果
ボ
ッ
ク
ス
」「
東
都
産
直
青
果

ボ
ッ
ク
ス
」な
ど
は
、天
候
の
影
響
に
よ
り
お
届

け
品
目
が
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
表

示
し
て
い
ま
せ
ん
。前
週
配
付
の
チ
ラ
シ
を
な

く
さ
れ
た
場
合
は
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。最
新
情
報
を
お
伝
え
し

ま
す
。お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ. 

福
島
県
猪
苗
代「
天
の
つ
ぶ
」と
い
う
お
米

を
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。産
地
訪
問
で
み
そ

作
り
を
し
た
際
、お
米
の
話
も
聞
き
ま
し
た
。ぜ

ひ
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ. 

福
島
県
猪
苗
代
「
天
の
つ
ぶ
」を
取
り
扱
っ

て
ほ
し
い
と
の
ご
意
見
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。現
状
の
商
品
の
位
置
づ
け
、食
味
評
価
な
ど

調
査
研
究
を
進
め
、取
り
扱
う
方
向
で
産
地
と

交
渉
を
始
め
て
い
ま
す
が
、取
り
扱
い
が
可
能

に
な
る
か
は
未
定
で
す
。取
り
扱
う
際
に
は
商

品
案
内
紙
面
で
ご
案
内
し
ま
す
。

Ｑ.  「
青
果
ボ
ッ
ク
ス
」を
毎
週
頼
み
た
い
の
で

す
が
、じ
ゃ
が
い
も
と
か
ぼ
ち
ゃ
が
毎
週
の
よ

う
に
予
定
に
入
っ
て
く
る
の
で
断
念
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
。か
ぼ
ち
ゃ
が
夏
の
間
、夏
野
菜
と

し
て
入
っ
て
く
る
の
は
仕
方
な
い
と
し
て
も
、

じ
ゃ
が
い
も
は
日
持
ち
も
す
る
し
、国
内
産
が

一
年
中
出
回
る
の
で
、セ
ッ
ト
か
ら
外
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。

Ａ. 「
青
果
ボ
ッ
ク
ス（
毎
週
）」で
は
、じ
ゃ
が
い

も
、か
ぼ
ち
ゃ
が
続
き
、ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま

“産直”はずっと“産地直送”だと思っていました。“産地直結”
だと知って、あらためて素敵なスタンスだと思いました。

（足立区　釘田彩香）

シルバー夫婦です。注文書は交代で記入しています。1週間
の早さに追われながら…ただ、曜日が認識できます。

（足立区　谷古宇利男）

食料品は値上がりし、今は冬野菜も高いので皮まで大事に
いただいています。農薬の少ない野菜なのでありがたいです。

（練馬区　坂田さち子）

次世代の生産者や若者へ、食の農の大事さを伝えていき
たい。

（小平市　壽原とみ子）

グリーンサポートのことを知らなかったのですが、今回知
ることができて良かったです。とても良いシステムだと思い
ました。さっそくまいとどちゃんを登録しました。

（川口市　髙木真由美）

MOGMOG１月号のアンケートにつきまして、685枚ものアンケートをお寄せいただき
ありがとうございました。ご意見を参考に今後の誌面づくりに生かしていきます。
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　食材を購入する、あるいは食事をする際、「産地」を確認すること
がありますか？2015年の消費者庁調査では、76.8％の人が何らか
の形で食品購入時に「産地」に関する情報を確認しています。これに
より全ての加工食品に「原料原産地」表示を義務付ける「新たな加工
食品の原料原産地表示制度」が2017年9月にスタートしました。

　「原料原産地」表示とは
　まず、加工食品の「原料原産地」と「原産国」表示の違いですが、
「原産国」表示は製品が作られた所で輸入品に表示され、「原料原
産地」表示は製品の原材料がとれた所を表しています。
　これまで「原料原産地」表示は2つの要件を満たした、限られた食
品（22食品群と4品目）にのみ義務化されていました。具体的には、
カット野菜ミックスや刺身盛り合わせ、農産物漬物、うなぎ加工品な
どです。その要件とは次の通りです。
①原産地に由来する原料の品質の差異が、加工食品としての品質に

大きく反映されると一般に認識されている品目
②製品の原材料に占める主原料である農畜水産物の重量の割合が

50％以上である商品
　しかし、これでは対象自体が限られ、原料の重量割合が50％を超
えなければ表示対象にならないので、対象の拡大を望む声がありま
した。そこで2016年に「加工食品の原料原産地表示制度に関する検
討会」を経て、今回の新たな表示制度がスタートしました。

　「新たな加工食品の原料原産地表示制度」について
　新たな加工食品の原料原産地表示制度では、国内で製造される全
ての加工食品について
一番多く使用されてい
る原材料について原
料原産地表示を義務
付けています。
　しかし、商品によっ
ては季節ごとに産地
を切り替えて製造した
り、複数の産地による
ブレンドが行われてい

おしえて！  新谷さん
食  の  安 全  お 役 立  ち 情 報

〈安全・品質管理部 部長　新谷喜久夫〉
しんたに き く お

「新たな加工食品の原料原産地表示制度」について

たり、あるいは原材料に豚肉などの生鮮食品ではなくソーセージな
どの加工食品を使用する場合もあるため、これらの表示にはいくつ
かの例外が設けられています。原料原産地表示は製品の一括表示に

「原料原産地名」欄を設け、原料原産地を表示する（表示例１参照）。
または、一括表示の「原材料名」欄に表示してある原材料名に対応さ
せて括弧（  ）を付して原料原産地を表示する（表示例２参照）必要が
あります。
　表示例では国産の例を挙げていますが、複数国から原料を調達
する場合など以下のルールに従って表示します。
１）原則は国別重量順表示（必ず、記載の産地のものが記載重量

順に使用、3カ国以上の場合「その他」とまとめ可）
1カ国の場合　　　原材料名　豚肉（国産）
2カ国の場合　　　原材料名　豚肉（国産、アメリカ産）
3カ国以上の場合　原材料名　豚肉（国産、アメリカ産、その他）

２）「又は」表示（記載の産地の片方のみ使用や表示順と重量順も
異なる場合あり）
原材料　豚肉（国産又はアメリカ産）
※豚肉の産地は平成○年の使用実績順

３）「大括り」表示
原材料名　豚肉（輸入）

４）「大括り」表示+「又は」表示
原材料名　豚肉（輸入又は国産）
※豚肉の産地は平成○年の使用実績順

５）中間加工原料を使用した場合は製造地表示（ソーセージの原
料が国産とは限らない）
原材料名　ソーセージ（国内製造）、パン、…

　新制度がもたらすものについて考える
　原料原産地表示の義務化の目的の一つは国内の農業保護。つまり、
製造メーカーが原料調達を国内の物にシフトした場合、原料価格の
高騰を招く恐れがあります。また、表示変更するためには管理コスト
も増大し、それは価格上昇という形で消費者が負担する形になりま
す。しかし、これまでも「鳴門産わかめ」などの産地偽装がたびたび
報道されましたが、原料原産地の偽装の増加も懸念されます。さら
に表示が複雑化することで意図しない表示ミスの恐れもあります。
一方、これらの煩雑さを嫌って原料原産地表示の必要がない海外製
造への移行が進む可能性もあります。
　今後、今回の食品表示の見直しに続き、「遺伝子組換え」や「食品
添加物」が検討されています。商品をご利用の際に表示をしっかりと
読みこなしていただければと思います。

　
1
9
9
9
年
に
グ
ル
ー
プ
活
動
を
始
め
、5
年
前

「
と
ー
と
会
」に
変
更
し
、通
算
18
年
目
の「
ば
な
な・く
ら

ぶ
」で
す
。発
足
の
き
っ
か
け
は
、東
都
生
協
が
初
め
て
国

際
産
地
直
結
に
取
り
組
み
、タ
イ
国
産
タ
ヤ
ン
農
協
か
ら

「
ホ
ム
ト
ン（
黄
金
の
香
り
）・バ
ナ
ナ
」を
直
輸
入
し
て
10

年
目
に
企
画
し
た
組
合
員
参
加
の
学
習
ツ
ア
ー
で
し
た
。

以
来
、ホ
ム
ト
ン・バ
ナ
ナ
を
組
合
員
に
知
っ
て
利
用
し
て

ほ
し
い
と
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。今
で
は
バ
ナ
ナ
に
限
ら

ず
食
と
農
、そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
問
題
な
ど
も
取
り

上
げ
商
品
利
用
に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
発
足
当
時
か
ら
の
3
人
を
含
む
30
〜
80

代
ま
で
総
勢
20
人
が
登
録
し
、最
近
も
数
名
増
え
ま
し

た
。定
例
会
で
は
連
絡
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
報
告
な

ど
を
す
る
以
外
に
、時
に
組
合
員
活
動
や
商
品
に
つ
い
て

を
話
し
合
い
な
が
ら
試
食
を
兼
ね
た
ラ
ン
チ
会
も
し
ま

す
。新
メ
ン
バ
ー
も
世
代
や
地
域
を
超
え
た
仲
間
と
交

流
す
る
こ
と
で
、組
合
員
活
動
や
商
品
利
用
な
ど
に
つ
い

て
自
然
と
理
解
を
し
て
い
ま
す
。ま
も
な
く
会
も
20
周

年
。学
習
会
の

他
に
産
地
・メ

ー
カ
ー
訪
問

な
ど
、メ
ン
バ

ー
た
ち
は
活

動
範
囲
が
広

が
り
、楽
し

み
が
増
え
た

と
喜
ん
で
い

ま
す
。

「
と
ー
と
会
」
は
組
合
員
の
み
３
人
以
上
、「
サ
ー
ク
ル
」
は

組
合
員
３
人
以
上
と
組
合
員
で
な
い
人
も
メ
ン
バ
ー
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
組
織
運
営
部
ま
で
。

国
際
産
地
タ
ヤ
ン（
タ
イ
国
）の

バ
ナ
ナ
を
学
び
知
ら
せ
る
！

紹
介
し
ま
す
！

私
た
ち
の
と
ー
と
会

紹
介
し
ま
す
！

私
た
ち
の
と
ー
と
会 ど

う
ぞ

よ
ろ
し
く
♡

「
と
ー
と
会
」「
サ
ー
ク
ル
」は
、食
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
り
、趣
味
の

仲
間
と
講
習
会
を
開
い
た
り
、組
合
員
で
あ
れ
ば
気
軽
に
始
め
ら
れ

る
活
動
で
す
。活
動
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス・費
用
の
補
助・東
都
生
協
広

報
誌
へ
の
掲
載
な
ど
、皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
応
援
し
ま
す
。

第2地域とーと会 ばなな・くらぶ

2017年秋 （農）佐久産直センター訪問

2
0
1
7
年 

夏
の
つ
ど
い

12月の私たち

組合員数 240,795人 ［101.8%］
　　加入 13,929人 ［102.7%］
　　脱退 9,357人 ［104.6%］

出資金  6,762,511千円 
 ［99.8%］
一人あたりの出資金 28,776円
  ［99.24%］

総事業高 23,895,638千円
 ［99.6%］
共同購入事業 22,866,391千円
弁当配食事業 178,244千円
生活文化事業  244,502千円
生活支援事業  44,062千円
その他事業 562,439千円

 ※［　  ］内は前年比2017年12月20日現在

　近所の小学校近くに、桜の並木道があります。

春が来ると、見事な桜のトンネルになり、買い物

ついでに眺めるのが毎年の楽しみです。今年も

そんなお花見を思い描いていましたが、もう何年

も忙しい毎日に追い掛けられて、お重にごちそう

を詰めて家族や友達と出掛けるウキウキ感のあ

るお花見をしていないことに気付きました。新学

期、新年度、新生活…春はドキドキ・ワクワクの

行事やイベントも多い季節です。東都生協のお

酢や海苔を使った手作りのばら寿司や海苔巻き

など、食べる人の顔を思い浮かべながら、いつも

より少し時間をかけてお料理をして、身近な人と

過ごしてみようかと思います。

　こんな時の食材選びは楽しいもの。商品カタ

ログを見ながら、特集掲載「東都生協を支える商

品事業部職員おすすめ商品」を思い出すかも…

皆さん、春を楽しんでくださいね。
（T.S）

編集後記

（抜粋）
理事会報告
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2017年12月　東都生協NO₂測定濃度分布図
2017年11月30日～12月1日に測定したNO₂(二酸化窒素)の測定結果をお知らせします。
　人の健康に悪影響を与える汚染物質として、イオウ酸化物(SOx)、一酸化炭素(CO)、窒素酸化物
(NOx)、炭化水素、浮遊粒子状物質(SPM、PM2.5)などが知られています。これらの汚染物質は主
に自動車から出る排気ガスが原因です。東都生協は「身近な所の空気を実際に測り、自分たちで確
かめ、きれいな空気を取り戻すにはどうすれば良いか？」を考えていただくことを目的に、1988年
から二酸化窒素NO₂測定活動を実施し、測定結果を「大気汚染測定運動東京連絡会」に提供して
います。この連絡会では、生協の他さまざまな団体から集めた測定結果を基に、大気汚染の改善を
求めて運動を展開。毎回の地道な測定活動の積み重ねが、大きな運動を支えています。
測定結果
　今回測定したNO₂（二酸化窒素）の平均濃度は0.020ppmでした。昨年（2016年12月）の平均
値（0.023ppm）と比べて0.003ppm低い濃度です。都内の主な大気汚染常設監視測定局が測
定したNO₂平均濃度は、道路沿いが0.024ppm、住宅地は0.019ppmでした。

汚れている→0.041～0.061ppm
少し汚れている→0.021～0.040ppm
あまり汚れていない→0.020ppm以下
未測定

数
値
の
め
や
す

NO2濃度の推移（全体平均値  単位：ppm）NO2濃度の推移（全体平均値  単位：ppm）

測定日の概要
・ 測定日：2017年11月30日（木）
             午後6時 ～12月1日（金）午後6時
                                 ※前後2時間を有効

・ 当日の天候：30日（曇り）、1日（晴れ）
・ 風速：30日(4m/s)、1日（3m/s）

測定規模　
・ 参加人数：216人
・ カプセルの配布数：240個
・ カプセルの返却数：210個(回収率：87.5％)
・ 有効測定数  　　：151個(有効回収率：62.9%) 

※環境省が定めたＮＯ₂の基準値は「0.04～0.06ppmのゾーン、またはそれ以下であること」とされています。

行政区名
有効カプセル数
平均値（ppm)

平均値（ppm）
全体平均 0.020
区部平均 0.020
市部平均 0.020

※NO2測定は簡易
　カプセルで行って
　います。

※都外は平均値に
　含まれていません。

大気汚染測定運動東京連絡会
　大気汚染測定運動に参加する各地域実行委員や団体の自主的な活動を基盤とする連絡会です。
きれいな空気を取り戻し、健康と環境を守り、大気汚染による健康被害を防ぐことを目的に活動を進
めています。同連絡会が取りまとめた測定結果は東京都や環境省に報告され、有害物質の排出抑制
を進めるための貴重なデータとして活用されています。
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今後の
理事会日程
（予定）

3
月
22
日（
木
）、4
月
12
日（
木
）、

4
月
25
日（
水
）

表示例２　原材料名欄に括弧書きで表記
名称 ポークソーセージ（ウインナー）
原材料名 豚肉（国産）、豚脂肪、…
内容量
…

表示例１　原料原産地名欄による表記
名称 ポークソーセージ（ウインナー）
原材料名 豚肉、豚脂肪、…
原料原産地名 国産（豚肉）
内容量 150ｇ
…



春と言えば、お花見！ 家族や友人、職場の仲間とお弁当を持って出か
けませんか？ そうはいっても、雨が降ってお花見に行くチャンスがな
い…という年もありますよね。そんな時は、おうちでごちそうを作って、
気分だけでもお花見パーティー！ おすすめですよ！

第420号　2018年３月10日発行 今月の
表紙

お問い合わせ 組織運営部

あんぜん  あんしん  お届けします。
モグモグ

東都生協だより

2018
No.420

東
都 

醸
造
酢 

米
酢

今
年
の
お
花
見
！  

手
ま
り
寿
司
！

年に1度は、生産者との交流や
生産を支援する取り組みに

参加しよう

食費の5割以上は東都生協の
商品を利用し、食卓から日本
の農業を応援しよう

1人が5人に地域で
「食の未来づくり運動」を伝え、

その輪を広げよう

行動目標2行動目標１ 行動目標3

　東都生協は、食物アレルギー対策をテーマにしたパネルを展示。「食物アレルギー」「口腔ア
レルギー症候群」「アレルギー表示の見方」「コンタミネーション」などを説明し、東都生協では
特定原材料表示に大豆をプラスして８品目表示としていることや、月に一回アレルギーを考
慮した商品がまとめて購入できることをPRしました。
　さらに、東都生協は製造メーカーのコンタミネーション※（コンタミ）防止策も確認している
ことを説明しました。
※コンタミとは、製造の際に原材料としては使用していないのに、特定原材料などが

意図せずして最終加工食品に混入してしまうこと。

私  の   宣   言 命をつなぐ食べ物を、未来の子どもたちにつなげるための輪を広げていきます。

    戦争は武器と軍隊だけでできるわけではない
　政府が戦争準備の法制度に向けて進めてきた、特定秘密保護
法から戦争法の強行採決、盗聴法の拡大、そして共謀罪。戦前
の治安維持法に代わるものが共謀罪、と海渡氏は説明。戦争に
は、武器と軍隊、そしてそれ以外に国家システム（戦争を行う
ための意思決定の機関）が必要となり、昔は大本営、今は国家
安全保障会議がそれに当たり、不都合な情報を隠ぺいするシス
テム（戦前の軍機保護法、国防保安法）として、2013年に特
定秘密保護法が制定されていると話しました。

  共謀罪に反対する理由
　共謀罪は、犯罪実行前に自首した時は刑を減免（密告奨励規
定）するという、まさに昔の治安維持法と類似しており、今ま
では悪いことをした人の有無を捜査していたのが、今後は悪い
ことを考えている人の有無を捜査する…つまり、悪いことを考
えて口に出し、隣にいた人が「うん」と言ったら共謀罪が成立
すると、海渡氏は懸念しています。
　さらに、治安維持法と共謀罪は団体の構成員を処罰する点（団
体規制法）で共通しており、共謀罪を拡大適用すると一網打尽
の弾圧となります。これらの理由から共謀罪には反対であると
述べられました。

　学習会では、治安維持法の拡大の経過、弾圧事件、報道規制など、
歴史的事実や共謀罪が私たちに及ぼす影響など、分かりやすい事
例を交えながら説明され、参加者からは「分かりやすかった」「監
視社会になる不安を感じる」「子どもたちが戦争に巻き込まれない
ことを願う」などの感想が寄せられました。

犯罪を計画段階で処罰する共謀罪の要
件をあらため、テロ等準備罪を新設す
る改正組織犯罪処罰法が2017年7月11
日に施行されました。この法を知るため
に、海渡雄一弁護士（東京共同法律事
務所）を招いて学習会を開催しました。

　2017年10月20日・21日、新宿西口駅前広場にて「見て、聞いて、話そう！ 交流フェスタ」が開催されました。東
都生協も、消費者団体、市民団体、東京都、企業、事業者団体、公益法人などとともに参加し、「くらし」「環境」「食」「安
全対策」「消費者被害防止」「子ども」の６つあるテーマのうち、東都生協は「食」エリアに出展しました。

　消費者週間として始まった第1回開催（1978年）
から数えて2017年度の東京都消費者月間は、40回
目という節目の年となりました。
　本事業は、消費者意識の啓発、消費者団体相互の
連携強化など、東京都と消費者団体が協働し、年間
を通じて消費生活に関する各種イベントを実施して
います。事業の愛称を「くらしフェスタ東京」として、
広く都民に参加を呼び掛けています。

●専用工場・専用ライン・製造ラインの切り替え、洗浄後一番に製造、
日によって製造品目を分けるなどのコンタミネーション防止策
●メーカーで使用する全原材料とアレルギーを考慮した商品の原材
料分別管理
●食物アレルギーに関する教育の実施
●メーカーによる自主的なアレルギー検査記録
　（東都生協では安全・品質管理部と食品担当職員が工場点検を行っています）

製造メーカーのコンタミ防止策

●東京都消費者月間事業とは●●東京都消費者月間事業とは●

東都生協の展示テーマ

アレルギーがあっても、食生活は楽しくなきゃね！

改正組織犯罪処罰法学習会 2017年9月20日　さんぼんすぎセンター

――「見て、聞いて、話そう！ 交流フェスタ」に参加しました――
毎年10月は東京都消費者月間！！
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